
 
完全移行 

日立メディカルセンター看護専門学校 
学校長　 末永　仁 

　 
　2022年3月3日に第二看護学科第47回生の卒業式が秦和子記念講堂で行わ
れ、14名の最後の卒業生を送り出すことができました。これで当校は50年を
超える夜間の看護教育に終止符を打ち、昼間3年制の新体制に完全に移行し
ました。 
　開校当初の昭和40～50年代、看護学生と言えば勤労学生が当たり前の時
代でした。昼間は医院、診療所（クリニックなんていう洒落た名称は私の実
家がある横浜でもお目にかかりませんでした）や病院で働き、夕方から看護
学校に行って勉強し、９時頃帰って復習や課題をこなすという生活でした。
当時父がやっていた「末永外科医院」にも中卒、高卒で親元を離れ、まだア
メリカ領だった沖縄からもパスポートを持った学生さんが４人来ていまし
た。彼女たちがクリスマス会などで披露してくれた沖縄民謡、「安里屋（あ
さどや）ゆんた」の独特な節回しと踊りはまだ幼かった私の脳裏に新鮮な驚
きとして刻まれました。  
　今は少子化が進み、一人の子供に掛けられる養育費も増え、勤労学生とし
て看護学校に通う必要がなくなって来ました。それにつれて当校を受験する
人数も減少したことで昼間3年制に舵を切り直したわけですが、第二看護学
科の学生たちは学生時代に医療現場を知ることで何ものにも替え難い貴重な
経験をしたはずです。 
　第一看護学科（4月からは名称が「看護学科」に変わります）の学生諸君
は第二看護学科の先輩たちに負けないよう、しっかり勉強してください。  
　長い人生のたった３年間、「全集中」で（古い？）頑張るのも悪くないと
思うよ。 
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日立メディカルセンター看護専門学校47回生　卒業式 

令和4年3月3日に14名の卒業生を送り出しました。 
学校での学びを活かし、今後も医療者として活躍し続けます。

卒業生からのメッセージ

ファイト！！ 程よく息抜きしながら、頑張って下さい 
卒業まで本当にあっという間なので、
充実した3年間を送って下さいね！

コロナ禍で大変ですが仲間と一緒に
頑張ってください。 
ON／OFFのきりかえが大事です！ 
実習・国試　Fight！！

勉強、実習は大変だと思うけど
諦めずに頑張れ！！

きっと大丈夫！！

自分を信じて『自信』に繋げて下さい。

国試にむけてがんばれ

惜しみない努力を

‘患者‘さんの希望や笑顔につなげられるような
看護師さんを目指して

死ぬ気でやれば大丈夫です！！！ 
実習も軽く乗りこえちゃってください 
頑張れー！

夢に向かってがんばってください！！
本気で頑張りましょう！

｢人は人、自分は自分｣出来る事をコツコツと！

頑張れ


